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   Two male patients presented with urinary retention 6 and 8 months after a stroke. On 
urodynamic investigation, both had impaired detrusor function and bladder neck obstruction, and 1 
had unrelaxing distal urethral sphincter. Abnormalities of ocular movement were present. Magnetic 
resonance imaging revealed a widespread lesion of the dorsal tegmentum of the pons. Transurethral 
resection and incision of the prostate enabled them to void without significant residual urine. 
   Pontine hemorrhage may cause neurogenic vesicourethral dysfunction because the pontine 
micturition center is located in the dorsolateral tegmentum of the rostral pons. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  43: 149-152,1997)
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緒 言
橋 の障害 では一般 の脳卒 中とは異 なる形の神経 因性
膀胱 を呈 す る こ とが 知 られ てい る.橋 排尿 セ ンター
(pontinemicturitioncenter:PMC)には排尿 筋 と外
尿 道括約筋 の中枢 が存在 し,し ば しば橋 疾患 で排 尿筋
外尿 道括 約筋協調不全 がみ とめ られるD一 方,近 年
排尿 にお ける もう一つの要素であ る膀胱頸部(内 尿道
括 約 筋)もPMCに よ り制 御 されて い るこ とが明 ら
かに されて きて いる2)今 回われ われは橋損傷 に よる
と考 えられる膀胱頸部 閉塞 を合併 した橋 出血 の2症 例
を経験 したので報告す る.
症 例
症例1:58歳,男.1994年ll月,橋 出血発 症.発 症
後 よ り排 尿障害 を訴 えていたが,1995年4月,尿 閉 と
な り当科 を受診.間 敏 導尿 にて経過観察 と し,α 遮 断
剤 の塩 酸 タムスロシ ンを投与 したが排尿 障害 の改 善は
え られ な か った.同 年8月,発 症 後8カ 月 で転 科 と
なった.
Fig.1は術 前 の膀胱 内圧 測 定(cystometry:CM)/
外尿道括約 筋筋電測定(sphincterel6ctromyography:













































































































蓋が統合的に排尿 を制御 していることを示 した.
一方,排尿は排尿筋一外括約筋のみで成立 している
わけではなく,排尿時には膀胱頸部(内 括約筋)が 外
括約筋の弛緩に続いて漏斗状 に開大 し,円滑な排尿 を











































お こなわ しめてい る.Hutch5)はこの内括約筋 の構造
が二重 の平滑 筋ル ープか ら成 り立 っているこ とを明 ら
か に し,そ の開閉が排尿筋の動 きに伴 う受動的 な もの






部分は神経反射 に由来す ることを証明 した.ま た佐
藤2)は,この内括約筋弛緩反応がPMCに 由来する動
態で あることを実験 的に明 らかに した。かれ は,





















塞の可能性 を考慮 して検討すべ きであろう.また強調
しておきたいのは,こ れら2症例がいずれも脳幹被蓋
の症状である眼球運動異常 を呈 していることで,橋 障
害にて眼球運動異常 をみとめるときには排尿機能異常
の可能性を検討する必要があると思われる.
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